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「
国
家
権
力
の
杜
会
に
よ
る
再
吸
収
」
と
杜
会
主
義

　
ー
マ
ル
ク
ス
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
と
レ
ー
ニ
ン
『
国
家
と
革
命
』

加

藤
　
　
哲
　
　
郎

（1）「国家権カの社会による再吸収」と社会主義

は
じ
め
に
－
レ
ー
二

の
射
程

ン
『
国
家
と
革
命
』

　
小
論
は
、
別
稿
「
社
会
主
義
と
国
家
の
一
四
〇
年
－
分
水
嶺

と
し
て
の
レ
ー
ニ
ン
『
国
家
と
革
命
』
」
（
田
中
浩
編
『
政
治
学
講

座
』
第
n
巻
「
思
想
と
歴
史
」
、
三
嶺
書
房
、
近
刊
予
定
）
と
同

時
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
「
思
想
・
運
動
と
し
て
の
社
会
主
義
」

一
四
〇
年
の
歴
史
の
転
換
点
に
位
置
し
、
そ
の
後
の
「
現
実
・
国

家
と
し
て
の
社
会
主
義
」
七
〇
年
の
遺
標
田
「
マ
ル
ク
ス
主
義
国

家
論
の
神
聖
な
教
科
書
」
と
さ
れ
て
き
た
、
レ
ー
ニ
ン
『
国
家
と

革
命
』
の
批
判
的
検
討
の
一
環
を
成
す
。

　
前
稿
で
、
筆
者
は
、
レ
ー
ニ
ン
『
国
家
と
革
命
』
に
お
什
る

「
マ
ル
ク
ス
の
真
の
国
家
挙
説
の
復
興
」
が
羊
頭
狗
肉
で
あ
り
、

主
と
し
て
「
復
興
」
さ
れ
た
の
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
家
族
、
私
有

財
産
お
よ
び
国
家
の
起
源
』
な
ど
か
ら
の
「
階
級
抑
圧
機
関
」
と

い
う
実
体
的
・
遣
具
主
義
的
国
家
観
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

マ
ル
ク
ス
自
身
の
「
国
家
学
説
」
に
即
し
て
言
え
ぱ
、
レ
ー
ニ
ン

死
後
発
表
の
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
な
ど
初
期
マ
ル
ク
ス

の
重
要
著
作
は
も
と
よ
り
、
主
著
『
資
本
論
』
も
参
照
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
レ
ー
ニ
ン
に
よ
り
相
対
的
に
重
要
と
み
な
さ
れ
用
い

ら
れ
た
の
は
、
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内
乱
』
と
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批

判
』
の
二
著
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
う
ち
『
内
乱
』
に
つ
い
て
詳
し
く

検
討
す
る
と
、
レ
ー
ニ
ン
の
読
解
に
は
自
己
の
ロ
シ
ァ
革
命
構
想

に
引
き
つ
け
た
「
軍
事
的
．
官
僚
的
抑
圧
機
構
の
粉
砕
」
に
著
し
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一橋論蓮第102巻第2号（2）

く
傾
い
た
単
純
化
・
一
面
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
マ
ル
ク
ス
の

「
物
質
的
・
精
神
的
抑
圧
カ
の
粉
砕
」
特
に
「
精
神
的
抑
圧
か
ら

の
解
放
」
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　
ま
た
、
レ
ー
ニ
ン
は
読
み
え
な
か
っ
た
『
内
乱
』
草
稿
類
を
も

参
照
す
る
と
、
バ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
時
点
で
の
マ
ル
ク
ス
の
国
家

観
の
核
心
は
、
レ
ー
ニ
ン
風
の
「
議
会
を
合
む
旧
国
家
機
構
の
粉

砕
↓
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
…
新
労
働
者
国
家
樹
立
」
と
い

う
よ
り
も
、
意
識
的
・
永
続
的
な
、
し
か
も
「
最
も
合
理
的
で
人

適
的
な
し
か
た
」
で
の
「
国
家
そ
の
も
の
に
た
い
す
る
革
命
」

「
国
家
権
力
の
社
会
に
よ
る
再
吸
収
」
（
『
内
乱
』
第
一
草
稿
）
で

は
な
か
っ
た
か
と
問
題
を
提
起
し
、
初
期
マ
ル
ク
ス
の
「
国
家
と

市
民
社
会
と
の
揚
棄
の
た
め
の
闘
争
」
（
邦
訳
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン

ゲ
ル
ス
全
集
』
第
三
巻
、
大
月
書
店
、
五
九
六
頁
）
の
延
長
線
上

で
の
「
国
家
権
カ
の
社
会
に
よ
る
再
吸
収
」
（
ま
①
H
窒
一
〕
ω
O
｛
ぎ
目

o
｛
亭
①
ω
s
ま
唱
峯
胃
耳
ω
o
〇
一
Φ
ぐ
）
の
視
角
こ
そ
、
今
日
、
ア

ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
の
「
政
治
社
会
の
市
民
社
会
へ
の
吸
収
」

を
経
て
「
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
に
継
承
さ
れ

て
き
た
、
将
来
に
開
か
れ
た
国
家
観
で
は
な
い
か
、
と
主
張
し
た
。

　
小
論
で
は
、
前
稿
で
は
と
り
あ
げ
え
な
か
っ
た
、
レ
ー
ニ
ン

『
国
家
と
革
命
』
の
依
拠
し
た
い
ま
ひ
と
つ
の
マ
ル
ク
ス
の
著
作

で
あ
る
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
に
即
し
て
、
レ
ー
ニ
ン
の
読
解
の

問
題
点
を
抽
出
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
今
日
的
展
開
の
視

座
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

二

レ
ー
ニ
ン

マ
ル
ク
ス

『
国
家
と
革
命
』
の
自
由
論
と

　
レ
ー
ニ
ン
『
国
家
と
革
命
』
の
な
か
で
の
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批

判
』
の
扱
い
に
は
、
前
稿
で
筆
者
が
『
フ
ラ
ン
ス
の
内
乱
』
に
つ

い
て
論
じ
た
の
と
同
種
の
、
単
純
化
・
一
面
化
の
問
題
が
存
在
す

る
。　
し
ぱ
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
「
自
由
」
論
が
、

同
期
の
マ
ル
ク
ス
と
は
微
妙
に
異
な
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
に
よ

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
柴
田
高
好
『
マ
ル
ク
ス
国
家
論
入
門
』

現
代
評
論
社
、
一
九
七
三
年
、
一
五
九
頁
、
加
藤
「
ゴ
ー
タ
綱
領

批
判
」
『
マ
ル
ク
ス
主
義
法
学
講
座
』
第
八
巻
、
日
本
評
論
社
、

一
九
七
七
年
、
ニ
ハ
三
－
ニ
ハ
四
頁
、
ミ
リ
パ
ン
ド
『
マ
ル
ク
ス

主
義
政
治
学
入
門
』
青
木
書
店
、
一
七
〇
員
を
も
参
照
）
。

　
レ
ー
－
ニ
ン
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
一
八
七
五
年
三
月
一
八
・
二
八

日
付
け
べ
ー
ベ
ル
宛
手
紙
の
「
自
由
な
人
民
国
家
」
と
い
う
ド
イ

ツ
杜
会
主
義
労
働
者
党
綱
領
草
案
へ
の
批
判
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
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（3）　「国家権カの社会による再吸収」と祉会圭義

ー
ト
が
ま
だ
国
家
を
必
要
と
す
る
あ
い
だ
は
、
自
由
の
た
め
に
で

は
な
く
、
そ
の
敵
を
抑
圧
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、

自
由
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
や
い
な
や
、
国
家
と

し
て
の
国
家
は
存
在
し
な
く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、

国
家
と
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ど
こ
で
も
『
共
同
社
会
』
（
Ω
①
－

昌
9
目
幸
窃
竃
）
と
い
う
言
葉
と
お
き
か
え
る
よ
う
に
提
案
し
た
い

と
思
い
ま
す
L
と
い
う
文
章
（
邦
訳
『
マ
ル
ク
ス
“
エ
ン
ゲ
ル
ス

全
集
』
第
一
九
巻
、
八
五
頁
、
以
下
で
は
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』

を
こ
の
頁
数
で
示
す
が
§
ミ
§
ミ
ミ
軋
辻
ミ
§
向
ミ
零
、
㎞
9
－

竃
ミ
§
吻
篭
ざ
［
書
Ω
」
］
一
困
p
N
㎞
一
皇
o
亘
－
凄
μ
を
参
照
し

た
の
で
、
訳
文
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
）
を
引
い
て
、
プ
ル

ジ
目
ア
国
家
は
「
粉
砕
」
「
廃
絶
」
だ
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
独
裁

国
家
1
1
「
半
国
家
」
は
「
廃
絶
」
で
は
な
く
「
死
滅
」
で
あ
る
と

す
る
、
自
説
の
典
拠
と
し
た
（
「
国
家
と
革
命
」
、
邦
訳
『
レ
ー
ニ

ン
全
集
』
第
二
五
巻
、
大
月
書
店
、
四
七
四
－
四
七
七
頁
、
四
九

九
－
五
〇
〇
貢
、
以
下
、
『
国
家
と
革
命
』
の
員
数
は
、
こ
れ
で

示
す
）
。

　
し
か
し
、
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
で
の
こ
の
論
点
に
は
、
マ
ル

ク
ス
自
身
の
逐
条
的
な
批
判
1
－
「
評
注
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
自
由
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
や

い
な
や
、
国
家
と
し
て
の
国
家
は
存
在
し
な
く
な
る
L
と
い
う
命

題
と
は
や
や
異
な
る
、
マ
ル
ク
ス
の
「
自
由
」
観
が
表
明
さ
れ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、

　
　
「
自
由
は
、
国
家
を
社
会
の
上
位
に
あ
る
機
関
か
ら
社
会
に

　
完
全
に
従
属
す
る
機
関
に
変
え
る
点
に
あ
り
、
今
日
に
あ
っ
て

　
す
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
形
態
は
、
そ
れ
が
『
国
家
の
自
由
』

　
を
制
限
す
る
程
度
に
応
じ
て
、
よ
り
自
由
な
い
し
よ
り
不
自
由

　
で
あ
る
」
（
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
二
七
－
二
八
頁
）
。

　
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
社
会
的
・
政
治
的
「
自
由
」
観
か
ら
は
、
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

由
を
、
そ
れ
を
実
現
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
形
態
の
も
と
で
、
具
体
的
に
自
由
を

実
現
し
て
い
く
方
向
が
見
い
だ
せ
る
。
し
か
し
、
レ
ー
ニ
ン
が

『
国
家
と
革
命
』
の
な
か
で
「
国
家
の
間
魑
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク

ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
著
作
の
中
で
最
も
注
目
す
べ
き
考
察
の
一

つ
」
と
評
価
し
、
く
り
か
え
し
引
用
し
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
命
題
か

ら
は
、
国
家
を
此
岸
に
、
自
由
を
彼
岸
に
お
き
、
本
質
論
的
に
部

分
的
自
由
を
切
り
捨
て
る
論
理
が
導
か
れ
か
ね
な
い
。
ま
た
、
現

存
社
会
主
義
の
も
と
で
の
自
由
と
民
主
主
義
の
不
在
を
、
後
述
す

る
「
社
会
主
義
と
共
産
主
義
の
段
階
的
発
展
」
論
や
「
一
国
社
会

主
義
」
論
を
媒
介
に
し
て
、
弁
証
す
る
論
拠
に
も
な
り
う
る
。
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レ
ー
ニ
ン
の
場
合
は
、
「
国
家
死
滅
の
経
済
的
基
礎
」
と
魍
さ
れ

た
『
国
家
と
革
命
』
第
五
章
第
一
節
「
マ
ル
ク
ス
の
問
魑
提
起
」

で
マ
ル
ク
ス
「
評
注
」
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
「
今
日
に
あ
っ
て

す
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
形
態
は
、
そ
れ
が
『
国
家
の
自
由
』
を

制
限
す
る
程
度
に
応
じ
て
“
よ
り
自
由
な
い
し
不
自
由
で
あ
る
」

と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
重
要
杢
言
説
を
故
意
か
偶
然
か
「
・
－
・
－
」
と

、
　
　
　
、

省
略
し
・
そ
の
直
後
の
「
今
日
の
社
会
は
資
本
主
義
社
会
で
あ

る
」
云
々
か
ら
、
引
用
を
始
め
て
い
る
（
『
国
家
と
革
命
』
四
九

六
頁
）
。
そ
の
代
わ
り
に
、
レ
ー
ニ
ン
が
間
題
に
す
る
の
は
、
マ

ル
ク
ス
の
「
共
産
主
義
社
会
の
将
来
の
国
家
制
度
」
と
い
う
表
現

（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
が
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
共
同
社

会
」
の
主
張
と
「
外
見
上
の
相
違
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
死
滅

し
つ
つ
あ
る
国
家
」
の
こ
と
だ
か
ら
、
「
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル

ス
の
見
解
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
国
家
権
カ
の
社
会
に
よ
る
再
吸
収
」
の
思
想
を
よ
り
深
く
レ
ー

ニ
ン
が
自
覚
し
て
い
た
な
ら
ば
、
マ
ル
ク
ス
「
評
注
」
と
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
べ
i
ベ
ル
宛
手
紙
の
「
外
見
上
の
相
違
」
は
、
む
し
ろ
、

こ
の
「
自
由
国
家
」
批
判
に
つ
い
て
こ
そ
、
提
起
す
べ
き
だ
っ
た

で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
白
由
」
規
定
を
マ
ル
ク
ス

と
「
完
全
に
一
致
」
と
強
弁
し
た
い
の
な
ら
、
レ
ー
ニ
ン
は
、

『
資
本
論
』
第
三
巻
第
四
八
章
「
三
位
一
体
的
定
式
」
の
今
日
で
は

有
名
な
論
争
的
一
節
、
「
自
由
の
国
は
、
窮
乏
や
外
的
な
合
目
的
性

に
迫
ら
れ
て
労
働
す
る
と
い
う
こ
と
が
循
く
な
っ
た
と
き
に
、
は

じ
め
て
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
当
然
の
こ
と

と
し
て
、
本
来
の
物
質
的
生
産
の
領
域
の
か
な
た
に
あ
る
」
（
『
全

築
』
第
二
五
巻
、
一
〇
五
一
頁
）
を
こ
そ
、
想
起
す
べ
き
だ
っ
た

ろ
う
。
た
だ
し
、
「
社
会
化
さ
れ
た
人
間
、
緒
合
さ
れ
た
生
産
者

た
ち
が
、
盲
目
的
な
カ
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
自
分
た
ち

と
自
然
と
の
物
質
代
謝
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
や
め
て
、

こ
の
物
質
代
謝
を
合
理
的
に
規
制
し
自
分
た
ち
の
共
同
的
統
制
の

も
と
に
置
く
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
カ
の
最
小
の
消
費
に
よ
っ
て
、

自
分
た
ち
の
人
間
性
に
最
も
ふ
さ
わ
し
く
最
も
適
合
し
た
条
件
の

も
と
で
、
こ
の
物
質
代
謝
を
お
こ
な
う
こ
と
」
と
い
う
、
マ
ル
ク

ス
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
視
点
を
も
同
時
に
引
用
し
、
「
真
の
自
由

の
国
」
に
と
っ
て
「
労
働
日
の
短
縮
こ
そ
は
根
本
条
件
で
あ
る
」

と
い
う
、
マ
ル
ク
ス
の
全
文
脈
を
も
明
確
に
し
た
う
え
で
。

　
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
場
合
は
、
お
そ
ら
く
『
資
本
論
』
の
マ
ル
ク
ス

を
念
頭
に
お
い
て
い
た
だ
ろ
う
（
彼
は
、
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』

で
、
へ
ー
ゲ
ル
の
「
自
出
と
は
必
然
性
の
洞
察
で
あ
る
」
を
引
く
、
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（5）　「国家権カの社会による再吸収」と社会主義

『
全
集
』
第
二
〇
巻
、
一
一
八
頁
）
。
し
か
し
、
こ
の
人
間
と
外
的

自
然
と
の
関
係
で
の
「
自
由
“
必
然
性
の
洞
察
」
概
念
は
、
そ
れ

が
人
間
と
人
間
と
の
関
係
に
お
け
る
社
会
的
・
政
治
的
・
人
棺
的

自
由
の
間
題
に
拡
延
さ
れ
、
「
国
家
と
市
民
社
会
」
の
閲
題
領
域

に
直
接
適
用
さ
れ
る
時
、
理
論
的
に
は
、
時
々
の
抑
圧
的
国
家
形

態
に
抵
抗
し
社
会
的
・
人
格
的
「
自
由
の
領
域
」
を
拡
大
す
る
こ

と
の
意
義
を
、
過
小
評
価
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
（
中

野
徹
三
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
人
間
の
自
由
』
青
木
書
店
、
一
九
七

七
年
、
四
八
頁
以
下
、
セ
レ
ツ
キ
ー
『
社
会
主
義
の
民
主
的
再

生
』
青
木
書
店
、
一
九
八
三
年
、
九
二
頁
）
。

　
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
の
マ
ル
ク
ス
は
、
そ
の
こ
と
を
自
覚
し

て
、
綱
領
草
案
の
「
自
由
国
家
」
概
念
を
批
判
し
つ
つ
、
「
国
家

権
カ
の
社
会
に
よ
る
再
吸
収
」
の
視
角
か
ら
、
「
国
家
の
自
由
」

を
制
隈
す
る
程
度
に
応
じ
て
「
よ
り
自
由
な
い
し
よ
り
不
自
由
」

を
規
定
し
た
と
思
わ
れ
る
。
レ
ー
ニ
ン
は
、
こ
れ
を
理
解
で
き
ず
、

マ
ル
ク
ス
の
言
葉
を
敢
え
て
隠
蔽
し
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
言
説
を
採

用
し
て
、
諸
個
人
と
社
会
の
「
自
由
」
を
「
国
家
の
死
滅
」
後
の

共
産
主
義
社
会
に
先
送
り
し
て
し
ま
う
。
「
郵
便
の
よ
う
に
組
織

さ
れ
た
国
民
経
済
」
「
全
人
民
的
な
国
家
的
『
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
』
」

（
『
国
家
と
革
命
』
四
六
〇
、
五
一
一
頁
）
と
い
う
技
術
主
義
的
・

物
質
主
義
的
生
産
カ
発
麗
の
先
の
ユ
ー
ト
ビ
ア
に
。

　
マ
ル
ク
ス
の
「
真
の
自
由
の
国
」
は
、
先
の
『
資
本
論
』
の
引

用
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
白
分
た
ち
の
人
間
性
に
最
も
ふ
さ
わ
し

く
最
も
適
合
的
な
条
件
の
も
と
で
の
自
然
と
の
物
質
代
謝
」
で
あ

り
、
た
ん
な
る
物
質
的
生
産
力
の
拡
大
に
は
解
消
で
き
な
い
。
そ

れ
は
、
マ
ル
ク
ス
「
ド
イ
ツ
労
働
者
党
綱
領
評
注
」
冒
頭
の
「
労

働
は
す
べ
て
の
宮
の
源
泉
で
は
な
い
。
自
然
も
ま
た
労
働
と
同
じ

程
度
に
、
使
用
価
値
の
源
泉
で
あ
る
。
…
…
労
働
そ
の
も
の
も
、

一
つ
の
自
然
カ
す
な
わ
ち
人
間
労
働
カ
の
発
現
に
す
ぎ
な
い
」
と

い
う
規
定
（
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
一
五
頁
）
に
も
貫
か
れ
て
お

り
、
「
国
家
の
杜
会
に
よ
る
再
吸
収
」
の
思
想
と
あ
い
ま
っ
て
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

今
日
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
思
想
・
運
動
と
も
共
存
し
う
る
。
レ
ー
ニ

ン
『
国
家
と
革
命
』
は
、
こ
う
し
た
射
程
と
問
題
意
識
を
持
ち
え

な
か
っ
た
。

　
こ
こ
か
ら
短
絡
し
て
、
レ
ー
ニ
ン
を
指
針
と
し
た
「
現
実
・
国

家
と
し
て
の
社
会
主
義
」
が
、
「
よ
り
不
自
由
」
ど
こ
ろ
か
人
間

性
の
大
量
抹
殺
さ
え
ひ
き
お
こ
し
、
自
然
と
の
共
存
ど
こ
ろ
か
資

本
主
義
以
上
の
公
害
を
も
た
ら
し
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
的
原
発
と
核

軍
拡
を
招
い
た
、
と
断
罪
す
る
の
は
性
急
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
か
し
、
『
国
家
と
革
命
』
の
理
論
的
空
白
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
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否
め
な
い
。三

「
国
家
の
死
滅
」
（
レ
ー
ニ
ン
）
と
「
国
家
権
力
の

社
会
に
よ
る
再
吸
収
」
（
マ
ル
ク
ス
）

　
こ
う
し
た
考
察
は
、
今
目
で
も
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
公
理

と
さ
れ
る
、
レ
ー
ニ
ン
の
「
国
家
の
死
滅
（
＞
雰
富
H
げ
竃
）
」
テ
ー

ゼ
に
も
、
及
ぱ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
マ
ル
ク
ス
自
身
は
、
『
共
産
党
宣
言
』
の
な
か
で
、
レ
ー
ニ
ン

も
参
照
は
し
た
が
（
レ
ー
ニ
ン
『
国
家
論
ノ
ー
ト
』
大
月
書
店
、

一
九
七
二
年
、
四
二
頁
）
『
国
家
と
革
命
』
に
は
引
周
は
し
な
か

っ
た
一
節
で
、
「
発
展
が
す
す
む
中
で
階
級
差
別
が
消
滅
し
結
合

社
会
を
つ
く
っ
た
諸
個
人
の
手
に
全
生
産
が
集
中
さ
れ
た
と
き
、

公
共
的
権
カ
は
政
治
的
性
楮
を
失
う
（
8
き
；
實
叶
巳
o
賢
竃
昌
．

○
ま
Ω
⑦
幸
臼
写
ρ
9
勺
〇
一
ま
ω
O
プ
竃
O
ぎ
冨
ζ
宵
）
」
（
『
全
集
』
第
四

巻
、
四
九
五
頁
）
と
述
べ
、
レ
ー
ニ
ン
は
引
用
し
な
か
っ
た
「
イ

ン
タ
ナ
シ
目
ナ
ル
の
い
わ
ゆ
る
分
裂
」
で
は
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

運
動
の
昌
標
で
あ
る
階
級
の
廃
止
（
昌
Φ
＞
茅
〇
一
一
島
昌
o
員
ぽ
『

5
竃
ω
竃
）
が
ひ
と
た
び
達
成
ざ
れ
た
な
ら
ぱ
、
生
産
に
従
事
す

る
大
多
数
の
人
々
を
わ
ず
か
な
搾
取
す
る
少
数
者
の
く
び
き
の
も

と
に
と
ど
め
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
国
家
暴
カ
は
消
滅
し
て
（
8

毒
易
昌
峯
冒
ρ
g
ま
⑦
Ω
o
考
巴
け
ま
叩
ω
冨
葦
ω
）
、
政
府
の
機
能
は
、

た
ん
な
る
行
政
の
機
能
に
転
化
す
る
（
豊
①
射
晶
一
撃
…
O
盲
m
｛
…
津
什
一
－

○
畠
自
く
雪
峯
凹
目
o
①
巨
巴
島
巨
o
冒
壷
o
ぎ
く
曾
婁
巴
ε
自
窃
｛
昌
岸
芋

○
目
竃
）
L
（
『
全
集
』
第
一
八
巻
、
四
四
員
）
と
言
明
し
た
。
「
バ
ク

ー
ニ
ン
『
国
家
制
と
無
政
府
』
摘
要
」
で
は
、
「
階
級
支
配
が
消
滅

す
れ
ば
今
日
の
意
味
で
の
国
家
は
な
く
な
る
（
幸
①
昌
皇
Φ
ら
竃
－

器
亭
胃
冨
o
ぎ
津
き
冨
争
老
■
邑
竃
一
冒
⊆
g
ぎ
巨
彗
ω
夢
芭
↓

巨
一
9
・
樹
竃
唱
一
ま
8
ま
目
望
昌
O
O
q
ぎ
竃
ま
邑
）
」
「
選
挙
の

性
椅
は
…
…
経
済
的
基
礎
に
、
選
挙
入
相
互
の
経
済
的
連
関
に
か

か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
が
政
治
的
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る

や
い
な
や
、
一
、
統
治
機
能
は
存
在
せ
ず
（
ぎ
巨
o
肉
晶
一
宵
冒
o
q
甲

｛
冒
ζ
一
昌
）
、
二
、
一
般
的
機
能
の
分
担
は
な
ん
ら
の
支
配
を
も

生
じ
な
い
実
務
上
の
問
題
と
な
り
（
e
o
く
胃
邑
一
昌
o
q
ρ
宵
四
＝
o
q
o
－

昌
9
篶
自
句
自
■
ζ
δ
目
①
目
－
g
Ω
o
閉
g
腎
誌
竃
g
①
o
目
o
峯
o
邑
o
自
一
畠
Φ

思
一
罵
｝
宵
畠
o
巨
津
o
q
旨
け
）
、
三
、
選
挙
は
今
日
の
意
味
で
の
政

治
的
性
格
を
失
う
（
皇
①
峯
筈
一
ぎ
け
巨
昌
誌
く
昌
一
崖
暮
揖
Φ
昌

喀
＝
募
昌
9
0
ζ
量
ζ
宵
）
」
（
『
全
集
』
第
一
八
巻
、
六
四
四
頁
）

と
し
た
。
最
晩
年
の
一
八
八
一
年
に
か
か
れ
た
「
メ
ー
ン
の
著
書

『
初
期
制
度
史
講
義
』
へ
の
摘
要
」
に
は
、
「
国
家
の
見
か
け
の
最

高
の
独
立
的
存
在
自
体
は
、
見
か
け
だ
付
に
す
ぎ
ず
、
国
家
の
す
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（7）　「国家権カの社会による再吸収」と社会主義

べ
て
の
形
態
が
、
社
会
の
賛
肉
で
あ
る
こ
と
L
「
国
家
の
出
現
自

体
が
、
社
会
の
あ
る
発
展
段
階
に
お
い
て
は
じ
め
て
起
こ
る
よ
う

に
、
社
会
が
こ
れ
ま
で
ま
だ
到
達
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
段
階
に
達

す
る
や
い
な
や
、
こ
の
出
現
は
ふ
た
た
ぴ
消
え
て
な
く
な
る
（
8

く
①
鶉
争
ま
邑
9
器
ま
＆
竃
）
」
（
『
全
集
』
補
巻
四
、
五
三
六
－

五
三
七
頁
）
と
い
っ
た
表
現
を
残
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
こ
れ
ら
で
の
マ
ル
ク
ス
の
「
政
治
」
概
念
に
は
、
筆
者
は
凝
問

を
も
ち
、
「
階
級
闘
争
と
し
て
の
政
治
」
は
「
死
滅
」
し
て
も
、

1
「
参
加
と
自
己
実
現
の
政
治
」
は
永
続
し
「
全
面
開
花
」
す
る
、

と
論
じ
て
き
た
（
加
藤
『
国
家
論
の
ル
ネ
サ
ン
ス
』
青
木
書
店
、

　
一
九
八
六
年
、
第
－
章
）
。
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
は
、
レ
ー
ニ
ン

の
よ
う
に
、
「
国
家
の
死
滅
」
（
＞
σ
黒
實
一
U
彗
）
」
や
「
眠
り
込
み

（
重
畠
争
巨
彗
）
」
を
、
「
消
滅
す
る
（
く
①
易
争
乏
邑
彗
）
」
「
廃
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

（
＞
冨
O
ぎ
旨
奏
）
」
と
意
識
的
に
区
別
し
て
述
べ
て
は
い
な
い
。

　
レ
ー
ニ
ン
が
依
拠
し
た
の
は
、
こ
こ
で
も
エ
ン
ゲ
ル
ス
で
あ
る
。

『
国
家
と
革
命
』
第
一
章
で
、
『
家
族
、
私
有
財
産
お
よ
ぴ
国
家
の

起
源
』
で
の
「
階
級
が
消
滅
す
る
と
と
も
に
、
国
家
も
不
可
避
的

に
消
滅
す
る
。
－
－
・
国
家
機
構
全
体
を
、
考
古
博
物
館
へ
」
と
い

う
一
節
を
受
け
て
「
死
滅
」
を
主
張
し
、
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』

の
「
杜
会
関
係
に
対
す
る
国
家
権
カ
の
干
渉
は
、
一
分
野
か
ら
他

分
野
へ
と
余
計
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
ひ
と
り
で
に
眠
り
こ

ん
で
し
ま
う
。
人
に
対
す
る
統
治
に
代
わ
っ
て
、
物
の
管
理
と
生

産
過
程
の
指
導
が
現
れ
る
。
国
家
は
『
廃
絶
』
さ
れ
る
の
で
は
な

い
。
そ
れ
は
死
滅
す
る
の
で
あ
る
（
U
智
ω
ぎ
娑
ま
邑
邑
o
巨

．
、
国
品
畠
O
ぎ
肇
、
・
胃
餉
琴
窯
豊
）
L
と
い
う
引
用
で
、
「
死
滅
」

を
基
礎
づ
け
る
（
『
国
家
と
革
命
』
四
二
五
頁
以
下
）
。
こ
れ
を
受

け
て
、
マ
ル
ク
ス
『
内
乱
』
も
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
も
、
「
国

家
の
死
滅
」
を
論
じ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

　
し
か
も
そ
の
さ
い
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
「
死
滅
（
＞
ま
詩
ユ
〕
竃
）
」

と
「
廃
絶
（
≧
〕
m
g
p
φ
冒
o
司
）
」
と
を
対
比
し
て
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
革
命
に
よ
る
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
の
国
家
の
廃
絶
」
つ
ま
り
「
暴

カ
革
命
」
に
よ
る
「
旧
国
家
機
構
の
粉
砕
」
と
、
「
社
会
主
義
革

命
後
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
、
ま
た
は
半
国
家
の
死
滅
」
と
の
、

歴
史
段
階
的
違
い
と
形
態
的
相
違
を
述
ぺ
る
（
四
二
八
頁
）
。

　
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
の
ブ
ル
ジ
目
ア
国
家
と
の
交
代
は
、

　
暴
カ
革
命
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
の

　
廃
絶
、
す
な
わ
ち
国
家
の
廃
絶
は
、
『
死
滅
』
の
道
に
よ
る
以

　
外
に
は
不
可
能
で
あ
る
」
（
『
国
家
と
革
命
』
四
三
二
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
し
か
し
、
「
死
滅
」
に
は
死
因
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
暴
カ
的
」

で
あ
れ
「
平
和
的
」
で
あ
れ
、
目
的
意
識
的
な
「
廃
絶
」
の
結
果

551



一橘論叢　第102巻　第2号　（8）

で
あ
っ
て
も
、
い
っ
こ
う
に
か
ま
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
？
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ー
ニ
ン
は
そ
れ
を
「
自
然
死
」
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

も
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
か
の
「
自
由
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
や
い
な
や
、
国
家
と
し
て
の
国
家
は
存
在
し
な
く
な
り
ま

す
」
の
テ
ー
ゼ
に
依
拠
し
て
、
「
『
国
家
の
死
滅
』
と
い
う
表
現
は
、

非
常
に
う
ま
く
え
ら
ぴ
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

の
表
現
は
、
過
程
の
漸
次
性
を
も
、
そ
の
自
然
成
長
性
を
も
し
め

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
習
慣
だ
け
が
、
こ
の
よ
う
な
作
用
を
お

よ
ぽ
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
疑
い
も
な
く
お
よ
ぽ
す
だ
ろ

う
」
と
。
共
産
主
義
の
も
と
で
は
、
個
々
の
不
法
行
為
が
あ
っ
て

も
「
抑
圧
の
た
め
の
特
別
な
機
構
」
を
必
要
と
し
な
い
、
「
共
同

生
活
の
規
則
の
侵
害
」
は
搾
取
と
貧
困
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
と
い
う
理
由
で
（
五
〇
〇
1
五
〇
二
員
）
。

　
だ
が
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
相
違
を
顧
慮
せ
ざ
る
を
え

な
い
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
論
理
に
も
、
凝
間
を
提
起
し
よ
う
。
マ

ル
ク
ス
は
、
本
当
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
や
レ
ー
ニ
ン
の
よ
う
に
「
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

の
死
減
」
を
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
ブ
ル
ジ
目
ア
国
家
1
1
暴
カ

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

的
廃
絶
↓
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
1
－
自
然
成
長
的
死
減
」
と
い
う
レ

ー
ニ
ン
の
段
階
的
・
形
態
的
整
理
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
さ
え
明
確
に

は
述
べ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。
レ
ー
ニ
ン
自
身
、
マ
ル
ク
ス

『
政
治
問
魑
へ
の
無
関
心
』
を
引
い
て
「
わ
れ
わ
れ
は
目
標
と
し

て
の
国
家
の
廃
止
の
問
題
で
は
、
け
っ
し
て
無
政
府
主
義
者
と
意

見
が
違
っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
（
四
七
〇
員
）
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の

『
内
乱
』
一
八
九
一
年
版
序
文
を
解
説
し
な
が
ら
、
思
わ
ず
「
国
家

を
廃
絶
す
る
た
め
に
は
、
国
家
の
諸
機
能
が
統
制
と
記
帳
と
い
う

よ
う
な
単
純
な
作
業
に
転
化
さ
れ
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
作
業
が
、

ま
ず
最
初
は
住
民
の
大
多
数
の
も
の
の
、
つ
い
で
全
住
民
一
人
一

人
の
、
理
解
で
き
実
行
で
き
る
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
」
（
四
八
八
頁
）
と
い
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
、
と
。

　
こ
こ
か
ら
た
だ
ち
に
、
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
で
の
マ
ル
ク
ス

の
「
共
産
主
義
社
会
の
将
来
の
国
家
制
度
」
へ
の
言
及
が
問
題
に

な
る
。
最
近
、
中
野
徹
三
は
、
レ
ー
ニ
ン
『
国
家
と
革
命
』
の

『
ゴ
」
タ
綱
領
批
判
』
解
釈
を
も
批
判
し
て
、
初
期
マ
ル
ク
ス
か

ら
晩
年
に
い
た
る
ま
で
マ
ル
ク
ス
は
「
国
家
の
二
重
機
能
」
を
主

張
し
て
い
た
、
と
す
る
重
要
な
間
題
提
起
を
発
表
し
て
い
る
が

（
中
野
徹
三
『
生
活
過
程
論
の
射
程
』
窓
社
、
一
九
八
九
年
、
二

一
一
頁
以
下
）
、
こ
の
点
は
の
ち
に
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
マ
ル
ク
ス
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内
乱
』
第
一
草
稿
の
「
国
家

そ
の
も
の
に
た
い
す
る
革
命
」
「
国
家
権
カ
の
社
会
に
よ
る
再
吸

収
」
の
視
角
と
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
ー
－
レ
ー
ニ
ン
的
「
国
家
の
死
滅
」
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（9）　「国家権カの社会による再吸収」と社会主義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
の
相
違
は
、
「
国
家
の
廃
絶
」
へ
の
目
的
意
識
性
・
永
続
革
命

、性
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
「
国
家
権
カ
の
社
会
に
よ
る

再
吸
収
」
は
、
無
論
、
「
物
質
的
・
精
神
的
抑
圧
カ
の
粉
砕
」
過

程
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
i
ト
の
独
裁
H
労
働
者
階
級
の
政
治
権
カ
」

を
合
む
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
消
極
的
・
過
渡
的
意
味
に
お
い
て

で
あ
り
、
「
人
民
自
身
の
社
会
生
活
を
、
人
民
の
手
で
、
人
民
の

た
め
に
回
復
す
る
」
積
極
的
・
能
動
的
過
程
こ
そ
が
、
基
本
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
「
横
領
」
「
さ
ん
奪
」
さ
れ
て
い
た
、
「
社
会
自
身
の

生
き
た
カ
」
「
人
民
犬
衆
自
身
の
力
」
の
永
続
的
・
目
的
意
識
的

「
回
復
」
過
程
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
「
再
吸
収
」
な
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
「
労
働
者
政
府
」
「
中
央
政
府
」
「
真
の
自
治
」
「
真
の
行

政
活
動
」
「
公
共
的
機
能
」
の
存
在
が
前
提
さ
れ
、
代
議
制
度
や

選
挙
ぱ
か
り
で
な
く
「
社
会
の
代
理
人
」
「
社
会
築
団
」
「
利
益
集

団
」
の
活
動
や
公
教
育
・
単
問
研
究
を
ふ
く
み
、
し
た
が
っ
て
、

「
最
も
合
理
的
で
人
道
的
な
し
か
た
」
で
「
国
家
の
自
由
」
を
制

隈
．
規
制
し
つ
つ
「
真
の
自
由
の
国
」
へ
と
む
か
う
、
無
数
の
人

間
的
営
み
と
そ
の
組
織
化
、
「
社
会
」
内
都
で
の
直
接
民
主
主
義

と
代
表
制
民
主
主
義
の
結
合
、
が
前
提
さ
れ
て
い
る
（
詳
し
く
は
、

前
稿
参
照
）
。

　
こ
れ
を
前
提
に
、
問
題
の
マ
ル
ク
ス
「
評
注
」
を
見
る
と
、
①

共
産
主
義
社
会
の
「
直
接
に
生
産
に
属
し
な
い
一
般
的
な
行
政
費

用
（
＜
①
暑
竺
“
冒
窃
ぎ
津
昌
）
」
、
②
「
権
利
（
3
ω
肉
8
ま
）
は
、

社
会
の
経
済
的
な
形
態
と
そ
れ
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
文
化
の
発

展
よ
り
も
高
度
で
あ
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
」
な
ど
と
の
ぺ

た
う
え
で
、
先
の
「
国
家
の
自
由
」
に
つ
い
て
の
一
節
の
あ
と
に
、

か
の
論
争
的
な
一
文
、
⑧
「
そ
こ
で
、
次
の
問
題
が
生
じ
る
。
国

家
制
度
は
、
共
産
主
義
社
会
で
は
ど
ん
な
変
革
を
こ
う
む
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
こ
で
は
現
在
の
国
家
機
能
に
似

た
ど
ん
な
社
会
的
機
能
が
生
き
残
る
だ
ろ
う
か
」
と
問
い
、
④

「
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
社
会
の
あ
い
だ
に
は
、
前
者
か
ら
後

者
へ
の
革
命
的
な
転
化
の
時
期
（
a
Φ
霊
ユ
O
ま
旦
害
篶
さ
一
暮
一
－

○
自
腎
o
目
d
昌
峯
因
自
昌
目
ヨ
o
目
ρ
罧
①
巨
o
目
巨
2
㊦
曽
己
冨
）
が
あ
る
。

こ
の
時
期
に
照
応
し
て
ま
た
政
治
的
な
過
渡
期
が
あ
る
。
こ
の
過

渡
期
の
国
家
（
o
智
竃
ω
蟹
算
）
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
革

命
的
独
裁
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
え
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の

綱
領
は
、
こ
の
後
者
〔
“
過
渡
期
の
国
家
〕
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ

ん
、
共
産
主
義
社
会
の
将
来
の
国
家
制
度
に
つ
い
て
も
ま
た
、
な

に
も
ふ
れ
て
い
な
い
」
と
あ
る
（
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
一
九
、

二
一
、
二
八
－
二
九
頁
）
。

　
「
国
家
権
カ
の
社
会
に
よ
る
再
吸
収
」
と
い
う
視
角
か
ら
す
る
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と
、
上
述
①
②
の
「
行
政
」
「
権
利
」
は
、
「
労
働
者
政
府
1
－
杜
会

的
権
カ
の
政
治
的
形
態
1
1
自
治
1
－
真
の
行
政
」
と
い
う
『
内
乱
』

の
「
反
国
家
主
義
的
」
言
説
と
、
矛
盾
を
き
た
さ
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
③
④
の
「
過
渡
期
の
国
家
」
お
よ
ぴ
「
共
産
主
義
杜
会
の
将

来
の
国
家
制
度
」
は
、
マ
ル
ク
ス
が
、
「
国
家
の
死
滅
」
ど
こ
ろ

か
「
消
滅
」
「
廃
絶
」
を
も
認
め
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
読
め
る
。

　
し
か
し
、
④
の
「
共
産
主
義
社
会
の
国
家
」
は
、
③
か
ら
「
現

在
の
国
家
機
能
に
似
た
生
き
残
っ
た
社
会
的
機
能
（
o
口
窪
邑
㎜
争
甲

｛
昌
o
訂
司
冒
目
ζ
－
昌
雪
目
冨
－
o
貝
一
皇
①
オ
s
荷
彗
望
墨
誌
｛
目
昌
ま
昌
弩

竃
巴
0
0
司
9
邑
）
」
を
担
う
存
在
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
比
楡
的
用

法
で
、
杜
会
内
機
構
・
機
能
“
『
内
乱
』
で
い
う
「
中
央
政
府
」

「
真
の
行
政
」
と
解
し
う
る
。
③
の
「
過
渡
期
の
国
家
n
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
革
命
的
独
裁
」
は
、
『
内
乱
』
で
は
注
意
深
く
さ

け
ら
れ
て
い
た
表
現
で
あ
る
が
、
バ
ク
ー
ニ
ン
派
と
の
闘
争
過
程

で
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
資
本
家
階
級
と
た
た
か
う
か
ぎ
り

（
な
ぜ
な
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
が
政
治
権
カ
を
に
ぎ
っ
て
も
、

彼
ら
の
敵
と
古
い
社
会
組
織
は
ま
だ
消
滅
し
て
い
な
い
か
ら
）
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
暴
カ
的
手
段
を
用
い
、
し
た
が
っ
て
政
府
手

段
を
用
い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
と
「
解
放
の
の
ち
に
は
用
い
ら

れ
な
く
な
る
よ
う
な
解
放
の
た
め
の
手
段
」
（
『
全
築
』
第
一
八
巻
、

六
四
一
、
六
四
六
頁
）
を
強
調
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
マ
ル
ク
ス

の
、
と
り
わ
け
当
時
の
ド
イ
ツ
国
家
”
「
議
会
的
諸
形
式
の
ふ
ち

飾
り
で
か
ざ
ら
れ
、
封
建
的
な
ま
ぜ
も
の
を
ま
じ
え
、
そ
れ
と
同

時
に
、
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
の
影
響
下
に
あ
り
な
が
ら
、
官
僚
制
的

に
組
み
立
て
ら
れ
、
警
察
に
守
ら
れ
た
、
軍
事
的
専
制
政
治
以
外

の
何
物
で
も
な
い
よ
う
な
国
家
」
の
変
革
形
態
を
念
頭
に
お
い
て

の
、
「
資
本
主
義
か
ら
『
生
ま
れ
た
ぱ
か
り
の
』
共
産
主
義
社
会
1
1

低
い
段
階
」
へ
の
「
過
渡
期
」
に
眼
定
し
た
、
「
必
要
悪
」
と
し
て

の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
」
の
含
意
で
の
表
現
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
問
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
「
国
家
の

死
滅
」
を
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
ー
ー
レ
ー
ニ
ン
的
に
、
「
半
国
家
」
と
は

い
え
な
お
「
国
家
」
で
あ
る
労
働
者
国
家
内
で
の
「
習
慣
」
「
自

然
成
長
性
」
に
委
ね
、
し
か
も
「
国
家
－
1
階
級
1
1
党
」
を
前
提
す

る
（
前
稿
参
照
）
レ
ー
ニ
ン
的
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
1
－
新
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

家
」
に
任
せ
る
と
き
、
理
論
的
に
言
っ
て
、
「
国
家
の
死
滅
1
1
眠

り
込
み
」
ど
こ
ろ
か
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
ま
で
に
強
大
化
す
る
「
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

会
主
義
国
家
」
の
強
大
化
へ
の
歯
止
め
を
喪
失
し
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
む
し
ろ
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
」
の
過
渡
性

の
自
覚
の
う
え
に
た
ち
、
「
物
質
的
・
精
神
的
抑
圧
カ
の
粉
砕
」
、

官
吏
や
教
育
の
「
置
き
換
え
」
と
併
行
す
る
、
「
周
家
そ
の
も
の
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（11）　「国家権カの祉会による再吸収」と社会主義

に
た
い
す
る
革
命
」
こ
そ
必
要
で
は
な
い
か
。
今
日
、
真
に
「
復

興
」
さ
る
べ
き
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
核
心
と
は
、
エ
ン
ゲ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ス
的
な
「
死
滅
」
論
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
の
い
う
「
国
家
権
カ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
社
会
に
よ
る
再
吸
収
」
の
永
続
革
命
で
は
な
い
か
。
こ
の
視
角

を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
現
実
と
し
て
の
杜
会
主
義
」
は
、
「
国

家
権
カ
の
最
犬
限
の
強
化
に
よ
る
国
家
の
死
滅
」
（
ス
タ
ー
リ
ン
）
、

「
全
人
民
国
家
」
（
フ
ル
シ
チ
目
フ
）
と
い
っ
た
国
権
主
義
的
杜
会

主
義
を
導
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
一
九
五
六
年
の
ハ
ン
ガ
リ

ー
、
一
九
六
八
年
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
パ
キ
ア
、
一
九
八
O
年
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
で
生
起
し
、
つ
い
に
レ
ー
ニ
ン
の
指
導
・
創
出
し
た
「
社

会
主
義
の
母
国
」
ソ
連
に
ま
で
浸
透
し
て
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」

に
い
た
ら
し
め
た
も
の
は
、
国
家
に
た
い
す
る
「
生
き
た
市
民
社

会
」
の
低
抗
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
。

　
「
国
家
権
カ
の
社
会
に
よ
る
再
吸
収
」
は
、
マ
ル
ク
ス
の
一
八

四
五
年
の
問
題
設
定
、
「
市
民
社
会
と
国
家
と
の
揚
棄
の
た
め
の

闘
争
」
が
、
一
八
七
一
年
、
パ
リ
の
労
働
者
蜂
起
の
た
だ
な
か
で

再
定
式
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
レ
ー
ニ
ン
が
「
廃
絶
で
は
な
く

死
滅
」
と
語
る
と
き
、
「
ブ
ル
ジ
目
ア
国
家
の
暴
カ
的
廃
絶
」
対

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
国
家
の
平
和
的
・
自
然
成
長
的
死
滅
」
の

形
態
的
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
敢
え
て
「
廃
絶
か
死
滅

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

か
L
と
い
う
偽
り
の
選
択
肢
を
設
定
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク

ス
の
、
「
最
も
合
理
的
で
人
遭
的
な
し
か
た
」
で
の
「
国
家
そ
の

も
の
に
た
い
す
る
革
命
」
「
国
家
権
カ
の
社
会
に
よ
る
再
吸
収
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

に
し
た
が
い
、
レ
ー
ニ
ン
風
に
い
い
か
え
る
な
ら
ぱ
、
「
あ
ら
ゆ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
国
家
の
死
滅
は
、
『
廃
絶
』
に
よ
る
以
外
に
な
い
」
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
「
国
家
廃
絶
の
た
め
の
永
続
革
命
」
と
は
、
あ
く
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

で
『
内
乱
』
期
マ
ル
ク
ス
の
思
想
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
国
家
挙

説
金
体
は
、
一
九
世
紀
の
資
本
主
義
国
家
を
表
象
し
た
、
多
義
的

で
＝
兀
化
を
許
さ
な
い
、
未
完
成
な
も
の
で
あ
っ
た
（
前
稿
参

照
）
。
「
国
家
論
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
系
譜
か
ら
は
、
現
存
社
会
主
義

や
高
度
資
本
主
義
社
会
の
二
〇
世
紀
的
現
実
を
ふ
ま
え
て
、
「
国

家
の
死
滅
」
を
ユ
ー
ト
ビ
ア
的
に
論
じ
る
こ
と
を
や
め
、
「
国
家

の
永
統
」
を
前
提
と
し
た
「
国
家
権
カ
の
民
主
化
・
分
権
化
」
に

カ
点
を
お
い
て
「
民
主
主
義
的
杜
会
主
義
」
を
構
想
す
べ
き
だ
と

す
る
主
張
も
、
現
れ
て
き
て
い
る
。

　
セ
レ
ツ
キ
ー
（
前
掲
書
、
九
三
・
九
九
頁
）
や
中
野
徹
三
（
『
生

活
過
程
論
の
射
程
』
二
〇
九
頁
）
の
場
合
は
、
マ
ル
ク
ス
自
身
の

な
か
に
「
社
会
的
協
同
と
し
て
の
国
家
」
「
真
の
共
同
体
と
し
て

の
国
家
」
を
見
い
だ
す
が
、
「
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
」
か
ら
八

○
年
代
後
半
に
分
妓
し
た
「
ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
国
家
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論
で
は
、
「
マ
ル
ク
ス
が
へ
ー
ゲ
ル
を
の
り
超
え
た
よ
う
に
マ
ル

ク
ス
を
の
り
超
え
る
」
（
申
里
昌
打
き
ミ
之
奏
い
“
ミ
雨
掌
§
§

H
o
冒
豆
o
d
■
s
o
。
“
甲
簑
）
と
い
う
方
法
的
観
点
か
ら
、
「
国

家
は
克
服
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
死
滅
す
る
こ
と
も
あ
り
え
な

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
い
か
な
る
社
会
に
と
っ
て
も
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
れ
は
『
必
要
悪
』
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
常
に
厳
格

な
境
界
づ
け
と
統
制
に
服
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

必
要
な
国
家
権
カ
の
制
限
と
い
う
要
求
に
集
約
さ
れ
る
」
と
い
う

命
題
が
援
起
さ
れ
て
お
り
（
ρ
宝
胃
8
～
き
ミ
室
§
s
ミ

S
ミ
軋
b
㎞
§
§
§
ミ
o
，
o
ミ
ざ
｝
一
d
O
巾
岩
o
o
9
や
H
胃
）
、
そ
う
し

た
方
向
で
の
「
自
由
社
会
主
義
1
－
民
主
主
義
的
自
律
」
（
］
）
・
曽
色
P

き
、
更
｝
県
b
㎞
§
o
ミ
§
ド
巾
o
＝
叶
く
勺
昌
㎜
9
岩
o
o
α
）
や
「
ポ
ス
ト
・

リ
ベ
ラ
ル
民
主
主
義
」
（
ψ
ω
O
色
鶉
、
甲
9
巨
貝
b
耐
§
§
§
ミ

s
ミ
9
盲
ミ
シ
§
困
霧
6
困
o
o
頁
H
湯
α
）
の
具
体
像
も
提
示
さ

れ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
逆
に
、
多
国
籍
企
業
や
国
際
政
治
経
済
機
構
・
国
際
法
シ

ス
テ
ム
の
制
度
化
、
交
通
情
報
手
段
や
「
民
際
化
」
の
発
展
、
と

り
わ
け
E
C
の
市
場
統
合
と
E
C
議
会
の
進
展
の
な
か
に
一
九
世

紀
的
主
権
国
家
の
衰
退
を
見
い
だ
し
、
「
国
民
国
家
の
た
そ
が
れ
」

を
世
界
シ
ス
テ
ム
的
に
論
じ
る
傾
向
も
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
留

意
す
る
と
、
マ
ル
ク
ス
の
国
家
観
の
一
九
世
紀
的
性
格
と
と
も
に
、

レ
ー
ニ
ン
『
国
家
と
革
命
』
が
二
〇
世
紀
の
「
国
家
の
時
代
」
の

所
産
で
あ
る
こ
と
が
、
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
（
和
田
春
樹
「
国

家
の
時
代
に
お
け
る
革
命
」
、
渓
内
謙
・
荒
田
洋
編
『
ネ
ヅ
プ
か

ら
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
へ
』
木
鐸
社
、
一
九
八
二
年
）
。
こ
れ
ら
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
ニ
ン
『
国
家
と
革
命
』
を
批
判
的
に
検

討
す
る
小
論
の
課
題
を
超
え
る
の
で
、
別
稿
で
扱
う
こ
と
に
し
た

い
（
加
藤
「
国
民
国
家
か
ら
世
界
国
家
へ
？
」
加
藤
他
編
『
現
代

世
界
と
国
昆
国
家
の
将
来
』
御
茶
の
水
書
房
、
近
刊
、
同
「
フ
ラ

ン
ス
人
権
宣
言
と
現
代
の
『
民
主
主
義
革
命
』
」
『
講
座
　
革
命
と

法
』
第
二
巻
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
九
年
、
参
照
）
。

四
　
民
主
主
義
は

「
死
滅
」
す
る
の
か
？

　
こ
う
し
た
読
解
か
ら
は
、
し
ぱ
し
ぱ
「
レ
ー
ニ
ン
に
帰
れ
」
の

根
拠
と
さ
れ
、
「
革
命
的
エ
ネ
ル
ギ
i
を
か
き
た
て
る
ユ
ー
ト
ピ

ア
」
に
属
す
る
と
さ
れ
る
、
レ
ー
ニ
ン
の
「
民
主
主
義
」
論
も
、

批
判
的
に
問
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
レ
ー
ニ
ン
『
国
家
と
革
命
』
の
な
か
に
は
、
た
し
か
に
ス
タ
ー

リ
ン
型
の
「
現
実
・
国
家
と
し
て
の
社
会
主
義
」
を
批
判
し
う
る

よ
う
な
、
「
半
国
家
」
的
・
ユ
ー
ト
ビ
ア
志
向
的
主
張
が
含
ま
れ
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て
い
る
。
同
時
に
そ
こ
で
は
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
、

す
な
わ
ち
、
抑
圧
者
を
抑
圧
す
る
た
め
に
被
抑
圧
者
の
前
衛
を
支

配
階
級
に
組
織
す
る
こ
と
は
、
民
主
主
義
の
拡
大
を
も
た
ら
す
だ

け
で
は
な
い
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
は
、
民
主
主
義
を
大

幅
に
拡
大
し
、
民
主
主
義
は
は
じ
め
て
富
者
の
た
め
の
民
主
主
義

で
は
な
し
に
、
貧
者
の
た
め
の
民
主
主
義
、
人
民
の
た
め
の
民
主

主
義
に
な
る
が
、
こ
れ
と
同
時
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁

は
、
抑
圧
者
、
搾
取
者
、
資
本
家
に
た
い
し
て
一
連
の
除
外
例
を

設
け
る
」
（
『
国
家
と
革
命
』
四
九
九
頁
）
と
も
主
張
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
「
過
渡
期
国
家
1
ー
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
H
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
民
主
主
義
」
論
は
、
「
社
会
主
義
と
共
産
主
義
の
二
段
階
」

論
と
結
ぴ
つ
け
ら
れ
、
レ
ー
ニ
ン
国
家
諭
に
独
特
な
「
民
主
主
義

の
発
展
段
階
」
論
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。

　
『
国
家
論
ノ
ー
ト
』
に
は
、
マ
ル
ク
ス
の
「
自
由
国
家
」
批
判

（
前
述
③
④
）
を
ノ
ー
ト
し
つ
つ
構
成
さ
れ
た
、
レ
ー
ニ
ン
の
国

家
論
・
過
渡
期
論
・
氏
主
主
義
論
の
わ
か
り
や
す
い
図
式
が
入
っ

て
い
る
。
止
「
1
　
臥
家
は
ブ
ル
ジ
冒
ア
ジ
ー
に
必
要
H
資
本
主
義
杜
会
で

は
本
来
の
意
味
の
国
家
」
「
も
っ
ぱ
ら
金
持
ち
と
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ァ
ー
ト
の
わ
ず
か
な
層
の
た
め
の
民
主
主
義
1
ー
た
ん
に
例
外
と
し

て
の
民
主
主
義
L
〔
1
ー
ブ
ル
ジ
冨
ア
民
主
主
義
〕

　
「
n
　
国
家
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
必
要
1
－
過
渡
（
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
）
H
過
渡
型
の
国
家
（
本
来
の
意
味
の
国
家

で
な
い
）
」
「
貧
乏
人
の
た
め
、
住
民
の
一
〇
分
の
九
の
た
め
の
民

主
主
義
、
金
持
ち
の
反
抗
を
暴
カ
で
抑
圧
す
る
H
ほ
と
ん
ど
完
全

な
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
反
抗
を
抑
圧
す
る
点
で
の
み
制
限
さ
れ

た
民
主
主
義
」
〔
1
ー
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
民
主
主
義
〕

　
「
皿
　
国
家
は
必
要
で
な
い
、
そ
れ
は
死
滅
す
る
1
1
共
産
主
義

社
会
、
国
家
の
死
滅
」
「
完
全
な
習
慣
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
そ
れ

ゆ
え
に
死
滅
し
つ
つ
あ
り
、
〈
各
人
は
そ
の
能
カ
に
応
じ
て
、
各

人
に
は
そ
の
欲
望
に
応
じ
て
〉
と
い
う
原
則
に
席
を
ゆ
づ
り
つ
つ

あ
る
民
主
主
義
1
－
真
に
完
全
な
、
習
慣
と
な
り
つ
つ
あ
る
、
そ
れ

ゆ
え
に
死
滅
し
つ
つ
あ
る
－
・
－
民
主
主
義
、
完
全
な
民
主
主
義
は

い
か
な
る
民
主
主
義
も
な
い
に
等
し
い
、
こ
れ
は
逆
説
で
は
な
く

て
、
真
理
で
あ
る
！
」
〔
1
－
民
主
ま
義
の
死
滅
〕
（
『
国
家
論
ノ
ー

ト
』
三
四
－
三
五
頁
を
合
成
、
た
だ
し
〔
　
〕
内
は
、
筆
者
に
よ

る
補
足
）
。

　
こ
の
直
後
に
レ
ー
ニ
ン
は
、
マ
ル
ク
ス
の
ラ
サ
ー
ル
的
「
労
働

の
全
収
益
」
批
判
の
文
脈
で
の
「
共
産
主
義
の
二
つ
の
段
階
」
の

叙
述
を
抜
き
書
き
し
、
一
．
1
〈
長
い
生
み
の
苦
し
み
V
、
皿
く
共
産
主
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義
杜
会
の
第
一
段
階
〉
、
皿
〈
共
産
主
義
杜
会
の
よ
り
高
い
段
階
〉
L

と
、
あ
た
か
も
右
の
国
家
・
民
主
主
義
の
発
展
段
階
と
照
応
す
る

か
の
よ
う
に
整
理
し
、
こ
の
〈
■
　
第
一
段
階
〉
に
「
や
は
り
強

制
の
一
形
態
、
〈
働
か
な
け
れ
ぱ
食
う
こ
と
は
で
き
な
い
〉
」
、
〈
皿

高
い
段
階
〉
に
「
労
働
は
欲
求
と
な
り
、
い
か
な
る
強
制
も
存
在

し
な
い
」
と
注
記
し
て
い
る
（
同
前
、
三
六
－
三
七
頁
）

　
こ
う
し
た
『
国
家
論
ノ
ー
ト
』
の
メ
モ
を
受
け
て
、
『
国
家
と

革
命
』
第
一
章
で
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
家
族
、
私
有
財
産
お
よ

び
国
家
O
起
源
』
で
の
「
民
主
共
和
制
」
評
価
を
引
き
な
が
ら
、

レ
ー
ニ
ン
は
、
「
民
主
的
共
和
制
は
、
資
本
主
義
の
最
良
の
外
被

で
あ
る
」
（
四
二
四
頁
）
、
「
民
主
主
義
も
ま
た
国
家
で
あ
り
、
国

家
が
消
滅
す
る
と
き
に
は
民
主
主
義
も
ま
た
消
滅
す
る
」
（
四
二

九
頁
）
と
い
う
命
題
を
、
導
く
。
ま
た
、
第
四
章
で
は
、
こ
こ
で

も
エ
ン
ゲ
ル
ス
を
引
き
な
が
ら
、
「
民
主
主
義
は
、
多
数
者
の
少

数
者
へ
の
服
従
を
認
め
る
国
家
、
す
な
わ
ち
、
一
階
級
が
他
の
階

級
に
た
い
し
て
、
住
民
の
一
部
が
他
の
一
部
住
民
に
た
い
し
て
系

統
的
に
暴
カ
を
行
使
す
る
組
織
で
あ
る
」
（
四
九
二
頁
）
と
の
べ
、

第
五
章
で
は
、
「
民
主
主
義
は
、
平
等
を
意
味
す
る
。
平
等
の
た

め
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
た
た
か
い
と
平
等
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

が
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
平
等
と
い
う
こ
と
を
階

級
の
廃
絶
と
い
う
意
味
に
正
し
く
理
解
す
る
な
ら
ば
、
明
ら
か
で

あ
る
。
し
か
し
、
民
主
主
義
は
形
式
的
な
平
等
を
意
味
す
る
に
す

ぎ
な
い
L
「
民
主
主
義
と
は
国
家
形
態
で
あ
り
、
国
家
の
一
変
種

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
と
同
じ

よ
う
に
、
人
間
に
対
し
て
暴
カ
を
組
織
的
系
統
的
に
用
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
一
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
面
、
民
主
主
義
と

は
、
市
民
間
の
平
等
の
形
式
的
承
認
を
意
味
し
、
国
家
制
度
を
決

定
し
国
家
を
統
治
す
る
万
人
の
平
等
な
権
利
の
形
式
的
承
認
を
意

味
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
と

結
ぴ
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
民
主
主
義
は
、
そ
の
あ
る
発
展

段
階
で
、
第
一
に
は
、
質
本
主
義
に
反
対
す
る
革
命
的
な
階
級
で

あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
を
団
結
さ
せ
て
、
こ
の
階
級
に
、
ブ
ル

ジ
ョ
ア
国
家
機
構
1
た
と
え
共
和
制
的
な
ブ
ル
ジ
目
ア
国
家
機

構
で
あ
っ
て
も
ー
、
常
備
軍
、
警
察
、
官
僚
制
度
を
破
壊
し
、

こ
っ
ぱ
み
じ
ん
に
打
ち
砕
き
、
地
上
か
ら
一
掃
し
、
そ
れ
ら
の
も

の
を
、
や
は
り
国
家
機
構
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
よ
り
民
主
主
義

な
、
1
人
民
を
一
人
残
ら
ず
参
加
さ
せ
た
民
兵
へ
と
転
化
し
て

ゆ
く
武
装
し
た
労
働
者
大
衆
と
い
う
か
た
ち
の
ー
国
家
機
構
を

も
っ
て
お
き
か
え
る
可
能
性
を
与
え
る
」
（
五
一
〇
1
五
一
一
頁
）

と
い
っ
た
規
定
を
与
え
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
例
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
自
由
」
に
つ
い
て
の
規
定
を

引
き
な
が
ら
、
「
民
主
主
義
の
死
滅
」
を
宣
言
す
る
。
「
共
産
主
義

社
会
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
『
国
家
は
消
滅
し
、
自
由
を
語
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
』
。
そ
の
と
き
は
じ
め
て
、
ほ
ん
と
う

に
完
全
な
民
主
主
義
、
ほ
ん
と
う
に
な
ん
の
除
外
例
も
な
い
民
主

主
義
が
可
能
と
な
り
、
実
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の

と
き
は
じ
め
て
、
民
主
主
義
は
、
次
の
単
純
な
事
情
の
緒
果
、
死

滅
し
は
じ
め
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
的
奴
隷
制
か

ら
解
放
さ
れ
た
人
間
、
資
本
主
義
的
搾
取
の
数
限
り
な
い
恐
ろ
し

さ
、
野
蛮
、
不
合
理
、
醜
さ
か
ら
解
放
さ
れ
た
人
間
は
、
何
世
紀

も
の
あ
い
だ
よ
く
知
ら
れ
、
何
千
年
と
い
う
も
の
あ
ら
ゆ
る
撞
言

の
な
か
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
、
共
同
生
活
の
基
礎
的
な
規
則
を

守
る
習
慣
、
暴
カ
が
な
く
て
も
、
隷
属
関
係
が
な
く
て
も
、
国
家

と
よ
ぱ
れ
る
特
殊
な
強
制
機
関
が
な
く
て
も
、
こ
れ
ら
の
規
則
を

守
る
習
憤
を
、
徐
々
に
身
に
つ
け
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
、

そ
れ
で
あ
る
」
と
（
五
〇
〇
頁
）
。

　
こ
こ
に
も
、
い
く
つ
か
の
検
討
す
べ
き
問
題
が
、
は
ら
ま
れ
て

い
る
。

　
第
一
に
、
レ
ー
ニ
ン
の
右
の
図
式
は
、
マ
ル
ク
ス
『
ゴ
ー
タ
綱

領
批
判
』
中
の
、
「
自
由
国
家
」
批
判
の
文
脈
で
の
「
政
治
上
の

過
渡
期
H
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
革
命
的
狼
裁
」
と
、
「
労
働
の

全
収
益
」
批
判
の
文
脈
で
の
「
共
産
主
義
の
二
段
階
」
論
と
を
、

無
媒
介
に
直
結
さ
せ
る
恩
考
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
「
資
本

主
義
H
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
の
独
裁
－
↓
過
渡
期
1
1
共
産
主
義
の
第

－
段
階
H
杜
会
主
義
…
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
（
半
国
家
）

1
↓
第
n
段
階
（
国
家
死
滅
）
」
と
い
う
読
み
方
も
不
可
能
で
は

な
い
が
、
「
過
渡
期
」
を
マ
ル
ク
ス
の
表
現
通
り
に
「
資
本
主
義

と
共
産
主
義
の
あ
い
だ
」
と
し
、
こ
の
「
共
産
主
義
」
に
「
低
い

段
階
」
を
合
め
た
り
「
世
界
史
的
過
渡
期
」
を
設
定
す
る
解
釈
も

可
能
で
あ
り
、
「
中
ソ
論
争
」
な
ど
で
長
く
論
議
さ
れ
て
き
た
（
斉

藤
稔
『
杜
会
主
義
経
済
論
序
説
』
大
月
書
店
、
一
九
七
六
年
、
福

富
正
美
．
田
口
幸
一
『
社
会
主
義
と
共
同
占
有
』
創
樹
社
、
一
九

八
四
年
、
な
ど
参
照
）
。

　
「
国
家
権
カ
の
社
会
に
よ
る
再
吸
収
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
『
内

乱
』
の
思
想
に
照
ら
し
、
現
在
社
会
主
義
七
〇
年
の
歴
史
を
ふ
ま

え
れ
ぱ
、
後
者
の
文
字
ど
お
り
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
り
、
「
国
家

そ
の
も
の
に
た
い
す
る
革
命
」
の
立
場
か
ら
は
、
そ
も
そ
も
「
共

産
主
義
の
低
い
段
階
“
社
会
主
義
、
高
い
段
階
1
－
共
産
主
義
」
と

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

い
う
レ
ー
ニ
ン
的
段
階
区
分
そ
の
も
の
、
「
社
会
主
義
国
家
」
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

「
『
一
国
』
社
会
主
義
」
が
概
念
的
に
成
立
し
う
る
か
否
か
が
、
あ

361
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ら
た
め
て
間
い
直
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
「
国
家
権
カ
の
社
会
に
よ
る
再
吸
収
」
の
文
脈
で
は
、
「
民
主
主

義
」
は
、
「
杜
会
集
団
」
や
「
利
益
集
団
」
を
基
礎
に
し
た
「
生

産
者
の
自
治
」
の
組
織
形
態
と
し
て
永
続
的
発
展
が
必
要
で
あ
り
、

「
生
き
た
市
民
社
会
」
内
部
で
の
「
公
共
的
機
能
」
の
組
織
化
に
、

不
可
欠
と
な
る
。
筆
者
が
、
「
参
加
と
自
己
実
現
の
政
治
」
概
念

を
設
定
し
、
そ
れ
は
共
産
主
義
杜
会
で
は
全
面
開
花
す
る
と
想
定

す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
（
加
藤
『
国
家
論
の
ル
ネ
サ
ン
ス
』
、
参
照
）
。

「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
」
対
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
民
主
主
義
」
と

い
う
レ
ー
ニ
ン
的
図
式
の
妥
当
性
は
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
視
角
か
ら
、

再
検
討
を
要
す
る
。

　
第
二
に
、
レ
ー
ニ
ン
『
国
家
と
革
命
』
は
、
民
主
主
義
を
「
国

家
形
態
」
に
隈
定
し
た
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
自
由
」
論
、
「
国
家

の
死
滅
」
説
に
影
響
さ
れ
て
、
「
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
民
主
主
義
の
限
界
」

を
強
調
し
「
民
主
主
義
は
国
家
形
態
で
あ
り
、
国
家
の
一
変
種
で

あ
る
」
と
定
義
づ
け
た
た
め
、
そ
も
そ
も
「
杜
会
主
義
」
誕
生
の

母
胎
で
あ
っ
た
思
想
と
し
て
の
民
主
主
義
や
、
組
織
形
態
．
運
動

形
態
と
し
て
の
民
主
主
義
、
政
党
と
労
働
組
合
と
の
関
係
や
政
党

内
部
の
民
主
主
義
、
教
育
・
文
化
や
宗
教
と
の
関
わ
り
で
の
氏
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

主
義
を
、
射
程
外
に
お
い
て
し
ま
っ
た
。
い
わ
ぱ
、
国
家
環
元
主

、義
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
前
述
『
国
家
論
ノ
ー
ト
』
の
図
式
に
み
る
よ
う
に
、

「
国
家
形
態
と
し
て
の
民
主
主
義
」
は
、
事
実
上
、
生
産
関
係
．

階
級
構
造
の
性
樒
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
。
レ
ー
ニ
ン
死
後
の
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

連
や
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
経
済
遼
元
主
義
・
階
級
還
元
主
義
に
よ
る

「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
」
の
蔑
視
が
蔓
延
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に

た
い
す
る
有
効
な
闘
争
を
組
み
え
な
い
理
論
的
弱
点
と
な
っ
た
ゆ

え
ん
で
あ
り
、
ボ
ブ
・
ジ
ェ
ソ
ヅ
プ
が
「
民
主
主
義
は
資
本
主
義

の
最
良
の
政
治
的
外
皮
で
あ
る
か
」
と
問
い
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
が
政
治
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
享
受
し
て
い
る
時
に
の
み
、
資
本
に

と
っ
て
最
良
の
政
治
的
外
皮
で
あ
る
」
と
国
家
“
関
係
説
の
立
場

か
ら
限
定
を
付
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
（
こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
、

加
藤
、
前
掲
書
の
ほ
か
、
加
藤
「
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
と
現
代
の

『
民
主
主
義
革
命
』
」
を
も
参
照
）
。

　
第
三
に
、
「
民
主
主
義
の
死
滅
」
は
、
マ
ル
ク
ス
で
も
エ
ン
ゲ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ス
で
も
な
く
、
レ
ー
ニ
ン
独
自
の
テ
ー
ぜ
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
が

コ
ミ
ュ
ー
ン
か
ら
導
い
た
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
民
主
主
義
」
の
イ
メ

ー
ジ
、
「
安
上
が
り
の
政
府
」
の
構
想
、
「
簿
記
と
統
計
」
「
郵
便

の
よ
う
に
組
織
さ
れ
た
国
民
経
済
」
、
物
質
的
生
産
カ
と
交
通
通

信
技
術
の
発
達
が
自
動
的
・
自
然
成
長
的
に
「
完
全
な
民
主
主
義
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（17）　「国家権カの社会による再吸収」と社会主義

1
－
民
主
主
義
の
死
滅
」
を
も
た
ら
す
と
い
う
楽
観
論
は
、
「
国
家

の
死
滅
」
と
同
様
に
、
再
検
討
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
「
労
働
者
な
み
の
賃
金
」
で
「
い
つ
で
も
選
挙
さ
れ
解
任
さ
れ

る
」
「
だ
れ
で
も
が
な
れ
る
公
務
員
」
と
い
う
官
僚
制
克
服
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
た
し
か
に
マ
ル
ク
ス
と
同
じ
く
「
一
九
世
紀
自
由
主

義
の
発
想
」
に
た
つ
も
の
で
「
革
命
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
か
き
た
て

る
」
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
「
二
〇
世
紀
技
術
文
明
の
発
達

が
行
政
管
理
機
構
を
複
雑
化
し
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
あ
ら
ゆ

る
領
域
に
わ
た
っ
て
官
僚
制
化
が
進
行
す
る
こ
と
を
予
見
し
た
マ

ッ
ク
ス
・
－
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
対
照
的
」
で
（
渓
内
謙
『
現
代
社
会
主

義
を
考
え
る
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
八
年
、
八
七
頁
）
、
現
実
に

ょ
り
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
レ
ー
ニ
ン
の
「
民
主
主
義
の
死
滅
」
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
の

「
国
家
権
カ
の
社
会
に
よ
る
再
吸
収
」
の
思
想
に
依
拠
す
る
な
ら

ば
、
「
生
き
た
市
民
社
会
」
を
主
体
と
し
て
、
「
民
主
主
義
」
の
目

的
意
識
的
．
永
続
的
発
展
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
社
会
集
団
」
の
構

成
や
民
衆
の
「
精
神
的
解
放
」
1
1
教
育
の
手
段
を
も
用
い
て
、
能

動
的
に
理
論
化
す
る
こ
と
が
、
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え

に
こ
そ
、
国
家
の
「
死
滅
」
で
は
な
く
「
廃
絶
」
で
あ
り
、
「
杜

会
に
よ
る
再
吸
収
」
「
生
き
た
カ
の
遼
元
」
な
の
で
あ
る
。
そ
う

し
た
理
論
的
試
み
も
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
ル
ネ
サ
ン
ス
」

の
系
譜
の
な
か
か
ら
は
、
現
れ
て
き
て
い
る
（
加
藤
「
フ
ラ
ン
ス

人
権
宣
言
と
現
代
の
『
民
主
主
義
革
命
』
」
参
照
）
。

　
レ
ー
ニ
ン
の
場
合
は
、
ブ
ル
ジ
目
ア
国
家
の
「
粉
砕
」
、
し
か

も
「
軍
事
的
．
官
僚
的
機
構
の
暴
カ
的
粉
砕
」
と
い
う
主
観
的
・

能
動
的
側
面
の
強
調
と
、
物
質
的
生
産
カ
の
発
達
に
即
応
し
た
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

産
主
義
社
会
に
お
け
る
「
国
家
1
1
民
主
主
義
の
死
滅
」
と
い
う
客

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

観
主
義
的
・
自
動
論
的
構
成
が
同
居
し
て
お
り
、
そ
れ
を
歴
史
段

階
的
に
分
離
し
、
そ
の
狭
間
を
「
国
家
H
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
ー
1

党
」
の
等
式
に
よ
り
埋
め
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
革
命
後

の
生
産
カ
の
「
合
理
的
で
人
道
的
な
」
自
主
管
理
と
労
働
者
お
よ

ぴ
「
生
き
た
市
民
杜
会
」
内
部
の
複
雑
な
民
主
主
義
的
構
成
と
い

う
間
題
に
、
正
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
視
角
を
喪
失
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
（
鼻
＞
．
－
勺
o
5
～
卜
§
ぎ
s
§
軋
、
ぎ
向
ミ
、
ミ

ま
“
ミ
8
一
曽
①
ま
目
⑭
♪
6
o
o
企
）
。

　
　
　
五
　
お
わ
り
に
－
「
マ
ル
ク
ス
H
レ
ー
ニ
ン
主
義
国
家

　
　
　
　
　
論
」
を
超
え
て

　
以
上
の
隈
ら
れ
た
考
察
か
ら
ひ
き
だ
さ
れ
る
も
の
は
、
次
の
よ

う
な
方
法
的
論
点
で
あ
り
、
「
科
学
」
と
さ
れ
て
き
た
「
マ
ル
ク

561
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ス
ー
－
レ
ー
ニ
ン
主
義
国
家
論
」
の
根
本
的
再
検
討
を
要
す
る
問
題

群
で
あ
る
。

　
「
予
言
者
」
レ
ー
ニ
ン
の
残
し
た
バ
イ
ブ
ル
に
よ
り
、
「
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
」
や
「
国
家
の
死
滅
」
「
民
主
主
義
の
死
滅
」

を
連
藤
の
よ
う
に
く
り
・
か
え
す
よ
り
も
、
二
〇
世
紀
の
資
本
主

義
・
現
存
社
会
主
義
の
現
実
を
ふ
ま
え
て
、
ま
た
、
一
八
O
に
も

広
が
っ
た
世
界
シ
ス
テ
ム
内
で
の
「
国
民
国
家
」
の
あ
い
だ
の
支

配
－
従
属
関
係
を
直
視
し
て
、
「
国
家
権
カ
の
社
会
に
よ
る
再
吸

収
」
の
二
一
世
紀
的
プ
ロ
セ
ス
を
構
想
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

ク
ス
ら
の
社
会
主
義
恩
想
の
本
旨
に
か
な
う
も
の
で
は
な
い
か
。

　
伝
統
的
教
義
が
現
実
批
判
の
機
能
を
喪
失
し
た
と
す
れ
ぱ
、
後

の
時
代
に
生
き
る
も
の
た
ち
は
、
新
し
い
批
判
理
論
を
創
造
し
、

実
践
の
遭
を
探
る
し
か
な
い
。
そ
の
さ
い
、
レ
ー
ニ
ン
を
も
超
え

て
、
マ
ル
ク
ス
を
ふ
く
む
一
九
世
紀
社
会
主
義
恩
想
に
た
ち
か
え

ろ
う
と
す
る
も
の
が
現
れ
て
き
て
も
、
あ
る
い
は
、
マ
ル
ク
ス
の

精
神
に
学
ぴ
つ
つ
、
マ
ル
ク
ス
を
も
超
え
て
現
実
に
肉
薄
す
る
新

た
な
理
論
構
成
が
進
行
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
社
会
主
義
の

生
命
カ
の
枯
渇
で
は
な
く
、
言
葉
の
正
し
い
意
味
で
の
「
復
興
」

た
り
う
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
助
教
授
）
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